
【総合・小6・「見つけよう、未来の自分」】①

スタディ・ログ（学習履歴）を活用しながら対話することにより、自
分のよさに気付き、新たな職業への見方を得ることができる。

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力

【つかむ】
・前時までの学習を振り返
り、本時のめあてをつか
む。

【追究する】
・職業の特徴や友達のよさ
を確かめ、友達にすすめる
職業を考える。
・グループの友達とおすす
めの職業を伝え合う。

【まとめる】
・自分や職業について考え
たことを振り返る。

〇様々な職業を調べてきたことや友達と長所を伝え合ってきた
ことなどを振り返るとともに、本時では今までの学習を生か
し、友達のよいところをもとにおすすめの職業を考え、伝え
合うという本時のめあてを確認する。

【事例におけるICT活用の場面①】
〇タブレットに蓄積された職業分類表や友達のよいところが書
かれたワークシートを見ながら、友達にすすめる職業を考え
る。

【事例におけるICT活用の場面②】
〇今までの学習を生かし、考えた友達へのおすすめの職業を伝
え合う。その際、職業の特徴や友達の長所に触れながら伝え
合う。

〇これまでに自分で選んできた職業と、本時で友達にすすめら
れた職業を比較し、考えたことや感じたことなどをワークシ
ートにまとめる。

＜本時のねらい＞
友達におすすめの職業を伝え合うことを通して、自分のよさを見つめ直し、職業に対

する見方を広げることができるようにする。



【総合・小6・「見つけよう、未来の自分」】②

友達へのおすすめの職業を考える場面において、学習支
援ソフトに蓄積してあった前時までの学習内容（職業分類
表や友達のよいところ）と関連させながら、おすすめの職
業を考えた。
児童にとって、学習支援ソフトを活用することで今まで

学習してきたことをすぐに確認することができる。児童は
タブレットを見ながら、それぞれの職業に向いている人の
キーワードや友達の長所などをふまえ、おすすめの職業を
考えることができた。

※ 写真は１～３枚程度
※ 個人が特定されないよう加工
するなど工夫をしてください。

【事例におけるICT活用の場面②】

【事例におけるICT活用の場面①】

場面①で考えたおすすめの職業
を友達と伝え合う場面において、
タブレットを活用しながら伝え合
った。
友達の質問に対して、今までの

学習を振り返りながら説明してい
る児童もおり、スタディ・ログ(
学習履歴)が根拠となって、より
説得力のある説明をすることがで
きた。

【場面①】学習支援ソフトによるスタディ・ログ(学習履歴)の活用

【場面②】伝え合う際の根拠となるスタディ・ログ(学習履歴)

【活用したソフトや機能】 ＩＣＴ端末 学習支援ソフト（情報共有機能）

Ａ児：Ｂさんのおすすめ
の職業は、〇〇
です。

（Ｂ児：おー！
何で、何で？）

Ａ児：Ｂさんは、正義感
があるから！
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